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2
即
諾
彊
購
読
謹

突
に
根
拠
の
な
い
「
全
国
一
斉
休
校
要

請
」
を
行
な
っ
た
。
翌
2
8
日
文
科
省
は

一
斉
休
校
を
求
め
る
通
知
を
発
出
。
全

国
で
9
9
％
の
学
校
が
こ
れ
に
従
っ
た
。

当
初
春
休
み
ま
で
と
さ
れ
た
休
校
は
、

4
月
7
日
の
緊
急
事
態
宣
言
、
1
6
日
の

宣
言
の
全
国
拡
大
、
5
月
4
日
の
宣
言

期
間
の
延
長
に
伴
い
ず
る
ず
る
と
長
期

化
。
大
半
の
学
校
が
5
月
末
ま
で
休
校

を
続
け
た
。
3
カ
月
も
の
休
校
で
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
、
学
習
の
遅
れ
、
体

力
の
低
下
、
ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
の
問
題

が
生
じ
、
給
食
が
食
べ
ら
れ
ず
飢
え
る

子
ど
も
や
家
庭
で
虐
待
に
晒
さ
れ
る
子

ど
も
も
い
た
。
6
月
に
学
校
が
再
開
す

る
と
、
今
度
は
学
校
へ
行
け
な
い
子
ど

も
が
出
て
き
た
。
中
学
生
の
自
殺
も
起

き
た
。
各
学
校
は
土
曜
授
業
や
夏
休
み

の
短
縮
な
ど
で
授
業
の
遅
れ
を
挽
回
し

よ
う
と
し
、
子
ど
も
た
ち
に
は
「
授
業

地
獄
」
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
安
倍
首
相
が
引
き
起
こ
し
た
人
災

だ
と
言
っ
て
よ
い
。

各
学
校
・
教
育
委
員
会
は
休
校
中
の

学
習
保
障
の
た
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
様
々
な
手
立
て
を
講
じ
だ
が
、
予
期

せ
ぬ
成
果
だ
っ
た
の
は
、
不
登
校
の
子

ど
も
が
休
校
中
の
登
校
日
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
例
が

見
ら
れ
た
こ
と
だ
。
日
常
（
登
校
）
と

非
日
常
（
不
登
校
）
が
入
れ
替
わ
っ
た

と
き
、
新
た
な
学
び
方
が
見
え
て
き
た
。

「
学
校
と
は
何
か
」
を
問
い
直
す

学
校
再
開
を
単
な
る
元
の
日
常
の
回
復

で
は
な
く
、
学
校
を
相
対
化
し
「
学
校

と
は
何
か
」
を
改
め
て
問
い
直
す
機
会

に
す
る
べ
き
だ
。
以
下
は
い
ず
れ
も
、

学
校
を
問
い
直
す
本
で
あ
る
。

イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
『
脱
学
校
の

社
会
』
（
1
9
7
7
年
）
。
「
学
校
化
」
に

よ
っ
て
「
生
徒
は
教
授
さ
れ
る
こ
と
と

学
習
す
る
こ
と
と
を
混
同
す
る
」
よ
う

に
な
る
。
「
学
校
は
、
学
習
は
教
授
の
結

果
で
あ
る
と
い
う
公
理
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
」
が
「
そ
れ
（
そ

の
公
理
）
を
否
定
す
る
証
拠
が
た
く
さ

ん
あ
る
」
「
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
こ

と
の
大
部
分
は
、
わ
れ
わ
れ
が
学
校
の

外
で
学
習
し
た
も
の
で
あ
る
」

黒
柳
徹
子
『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
』
（
8
4
年
）
。
小
学
1
年
で
公
立
学
校

を
退
学
に
な
っ
た
ト
ッ
ト
（
著
者
）
　
の

転
校
先
が
ト
モ
エ
学
園
。
電
車
6
台
が

教
室
。
座
る
席
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

時
間
割
に
沿
っ
た
一
斉
授
業
は
な
く
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
が
や
り
た
い
課
題

を
や
り
た
い
順
に
や
る
個
別
学
習
。
大

正
自
由
教
育
の
流
れ
を
引
く
ト
モ
エ
学

園
で
、
小
林
宗
作
校
長
の
も
と
ト
ッ
ト

は
の
び
の
び
と
遊
び
学
ぶ
。

奥
地
圭
子
『
学
校
は
必
要
か
　
子
ど

も
の
育
つ
場
を
求
め
て
』
（
9
2
年
）
。
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
「
老
舗
」
東
京
シ
ュ

ー
レ
の
開
設
間
も
な
い
こ
ろ
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
一
「
自
由
・
自
治
・
個
の

尊
重
」
を
理
念
と
す
る
東
京
シ
ュ
ー
レ

の
原
点
は
、
「
学
校
へ
行
く
と
自
分
が
自

分
で
な
く
な
る
気
が
す
る
」
と
い
う
著

者
の
長
男
の
不
登
校
に
あ
っ
た
。

苫
野
一
徳
『
「
学
校
」
を
つ
く
り
直
す
』

（
2
0
1
9
年
）
。
学
校
教
育
の
本
質
は

す
べ
て
の
子
ど
も
に
「
自
由
」
に
生
き

ら
れ
る
力
と
「
自
由
の
相
互
承
認
」
の

感
度
を
育
む
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
「
み

ん
な
で
同
じ
こ
と
を
、
同
じ
ペ
ー
ス
で
」

学
ぶ
こ
と
か
ら
脱
却
し
、
「
探
求
」
を
核

と
し
た
「
学
び
の
個
別
化
・
協
同
化
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
の
融
合
」
が
必
要
。

そ
こ
で
の
教
師
の
役
割
は
「
共
同
探
求

者
」
だ
。
脱
ゆ
と
り
教
育
以
来
、
競
争
主
義
と

全
体
主
義
が
蔓
延
す
る
日
本
の
学
校
。

今
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
子
ど
も
た
ち
の

エ
ク
ソ
ダ
ス
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。


